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あらまし: 授業科目に適切な番号を付し，分類することで履修者に科目履修の選択，順序等を伝える目的で，科目
ナンバリングを導入する大学が増えてきている．この科目ナンバリングは現在教員やカリキュラム設計を担当す
るものにより人手の作業で行なわれている．本稿ではシラバスに記載している記述内容から，各科目に科目ナン
バリングを自動付与する試みについて報告する．
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1.はじめに
大学では，学生は自分で講義を選択し，自分の時間

割を決定しなくてはならない．特に専攻分野を学習す
る学生は，カリキュラム全体を俯瞰し，様々な分野を
バランス良く学ぶことが必要となる．大学のカリキュ
ラムは，日々進化する学問・技術，社会的ニーズに対
応しながら変化し続けている．そのため，学生自身が
自分の時間割，履修状況がどのような特徴を有するか
をカリキュラム全体の視点からの理解は難しいとも言
える．
この問題に対し，文部科学省の「大学改革実行プラ

ン～社会の変革のエンジンとなる大学づくり～」(1)や
中央教育審議会の答申「新たな未来を築くための大学
教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考
える力を育成する大学へ～」(2)では，各大学に科目の
ナンバリング制度の導入を促している．科目のナンバ
リングは，大学で開講されている科目に，学問分野，難
易度がわかるような番号を付けることである．科目の
ナンバリングにより，学生にとってはカリキュラムの
体系が把握しやすくなり，科目の選択がしやすくなる
という利点があり，大学にとってはカリキュラムの分
析がしやすくなり，他大学との単位互換が容易になる
という利点がある．しかしながら現状では科目ナンバ
リングを導入している大学は一部であり，ナンバリン
グにおける学問分野，難易度の分類のルールが統一さ
れていない，ナンバリングを人手によって行なうため
導入コストが高いといった問題があると考えられる．
そこで本研究では， Web で公開されているシラバ

スに科目ナンバリングを自動付与する方法を述べ，そ
の効果，問題点についてまとめる．

2.関連研究
電子化されたシラバスから，シラバス中の出現する

キーワードを元にシラバスをクラスタリングし，カリ

キュラムの特徴把握を行なうシステムが提案されてい
る (3)．この研究では教員向けに現在のカリキュラムが
どのような体系になっているのかを把握するためのも
のであり，各科目がどの分野に属するかという情報を
得ることはできるが，難易度に関する分析は行なって
いない．
北海道大学では，開講部局と開講学科等を表す英字，

レベル，分野，使用言語を表す 4 ケタのコードからな
るナンバリングコード (N コード)を導入している (4)．
N コードは ABC DE 1234 というように，ABC が開
講部局，DE が学科，1 がレベル，2 が中分類，3 が小
分類，4 が使用言語を意味する．難易度を示すレベル
には 1 の全学教育科目相当から 7 の大学院 (博士)専
門課程とその他レベル分けができない 9 までが使用さ
れる．ナンバリングの形式は各大学，各部局が独自に
決めており，学問分野に共通するものがない．
田中は科目ナンバリングの学問分野の分類方法につ

いて，日本学術振興会の科学研究費助成事業の細目表
(5)を用いる方法をまとめている (6)．細目表を分類に
用いることで，学問の発展を考慮して分類が見直され
る点，共通の学問分野分類が利用できるといった利点
がある．本稿では，この田中のナンバリング手法を用
いて科目シラバスに自動でナンバリングを付与する方
法について検討を行なう．

3.科目ナンバリングの自動付与方法に
ついて
科目ナンバリングの手法を機械的に行なう方法を考

える．下記の図 1 に田中のナンバリング手法の概要を
下記に示す．図 1 では学問分野としてソフトウェアを
SOFTWARE として記載している．次節以降，この場
合における各コードの自動付与方法についてまとめる．
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図 1: 田中による科目ナンバリング方法

3.1.学問分野の付与

学問分野には科研の細目表を用いる．図 2 に科研の
細目表の一部を例として示す．科研の細目表には，物
性 I，物性 II など学生にとって分かりにくく，また分
類の粒度が細かすぎるという問題があるため，細目で
はなく，分野，分科などのカテゴリを利用するという
ことも考えられる．

図 2: 細目表のカテゴリリスト (一部)

「科目シラバス」に出現するキーワードと科研の細目
表に出現するキーワードとの類似度を計ることで，割
り当ての強弱も考慮した統一的手法で，対象となる「科
目シラバス」と基準となる細目表の分類項目とを関係
関係付けることができる．これにより，自動割り当て
の客観性も確保できる．シラバスに出現するキーワー
ドと細目表のキーワードとの類似度の算出は，直接お
互いのキーワード同士の共起頻度から算出することも
できるが，細目表に出現するキーワードは少ないとい
う問題がある．そこで各キーワードが wikipedia に登
録されているかを調べ，該当する wikipedia ページに
出現するキーワード同士の語の共起頻度を用いる方法
を考えた．また科目シラバスが複数の細目表にまたが
る分野の場合は，最も比重が置かれる分野を選択する
とした．

3.2.部局番号

科目シラバスの部局番号は，開講する学部，全学共
通などを用いる．このとき部局に学部を用いるのか，学
科単位にするのか，さらに細いコース単位とするのか
は科目ナンバリングを導入する際に決めるものとする．

3.3.位置付け

位置付けの番号には，科目区分 (主題科目，教養ゼミ
ナール，共通科目，健康・スポーツ科目，高学年向け
教養科目，外国語科目，専門科目，自由科目等)の卒業
要件としてみたときの科目区分に通し番号を付与する
ものとする．この位置付けはシラバスに科目区分が記
載されていれば，順に割り振ることができる．

3.4.難易度

科目の難易度については，開講年次を利用し，大学
補習レベル，大学 1 年次レベル，大学 2 年次レベル，
大学 2 年次レベル，大学 3 年次レベル，大学 4 年次レ
ベル，大学院入門レベルまでをそれぞれ 0- 5 で表す．

4.おわりに
本稿は授業科目に適切な番号を付し，分類すること

で履修者に科目履修の選択，順序等を伝える目的で，科
目ナンバリングを自動付与する方法について述べた．今
後の課題は，実際の科目シラバスデータを用いて，提
案手法の有効性を検証することである．
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